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核兵器をめぐる議論の｢パラダイム･シフト｣

アプローチ 白�核保有国が議論1 
ーい � ��ｲ�

核兵器保有は大国の証

核兵器は役に立つ兵器

核兵器を持つ
ことは恥

核兵器では
人々の安全は
守れない

核兵器が国の安全を守る

核兵器には価値がある

一発の核爆発でも

壊滅的な被害をも
たらす

｢会議は､核兵器のいかなる使

用も壊滅的な人道的結果をもた
らすことに深い悪念を表明し､

すべての加盟国がいかなる時も､
国際人道志を含め､適用可能な
国際淳を遵守する必要怪を再確
認する｡ ｣　(行動勧告iAv)

8国際赤十字社i赤新月牡の責輔
･ケレンベルガー赤十字国際委員会(ICRC)総裁

演説(2010年4月) ｢核兵器の時代に終止符を｣

国雪需諾?慧嵩諾議決護　ICRC

r核兵器廃絶に取り組む: 4か年計画｣を発表

地球上の核弾頭数の推移 玖Vノ丁は:.音 
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LjT再訪大道的嶺寄磨関する共目貫軌一一 
NPT再検討会議第1回準備委員会(2012年5月) :_ 16か国

国連総会第一委員会(2012年10月) : 34か国
アルジェリア.アルゼンチン､オーストリア.バングラデシュ.ベラルーシ.ブラジ

ル､チリ､コロンビア.コスタリカ､デンマーク.エクアドル､エジプト､アイスラン

ド.インドネシア.アイルランドーカザフスタン.リヒテンシュタイン､マレーシア.
マルタ､マーシャル織豊ー　メキシコ.ニュージーランドーナイジェリア.ノルウェー､
ペルー.フィリピン.サモア.シエラレオネ.南アフリカ､スワジランド､タイ.ウル

グアイ､ザンビア.スイス. (バチカン)

｢このような兵馨が､いかなる状況の下においても､二度と使用され

ないことは､最も重要なことであります､これを保証する蛙-の方法
は. NPT第6条の完全な履行を通したものを含め､効果的な国際警醒の
下での､全面的､不可逆かつ模柾可能な核兵零の廃絶であります｡す
べての国家は､抜兵零を非合法化し､核兵器のない世界を実現するた

めの努力を澄めなければなりません｡ ｣
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0 127か国の政府が参加(P5､イスラエル二光鵬不参加)　~

63つの主要テーマ

①椴兵巻の爆発直後の人道上の影な
｢枝兵器の爆発｣とは何を意味するのか｡椴兵器爆発が起き

た願の人体および社会基盤(インフラ) -の影番など｡

②より広範囲および長期にわたる核爆発の結果

枝兵器爆発後の広範にわたる影響､長糊的な影響｡核実験や

核兵露の使用が社会･経済基盤や食糧安全保陣､公衆衛生､環境
に与える影書など｡

③核兵芸爆発に対する備えと人道握助

核兵零の爆発への対応準備の現状､そして実際に爆発が起き
た睦に必妻とされる人道援助について｡

<3度百万英同声硯妄二二二~

田｢核兵器の人道的結果に関する共同声鞠l
NPT再検討会議第2回準備委員会(2013年4月) : 80か国

-内容は大きく変更｡ ｢非合法化｣に

は言及せず｡核兵器禁止条約の議論
につながることを懸念する国々を巻

き込むため｡

-→日本政府は､文中にある｢いかなる

状況においても核兵器が再び使用さ
れないことが人類の生存の利益｣の

表現が､ ｢核の傘｣依存政策との整合

性がとれないことを主な理由として署
名せず｡

本ステートメンF甫核兵器真顔ずる人類の願望から発

想されたものであり,この問題に対する政治的意志を示~

すものです｡同ステートメント全体の趣旨が,我が国の安

全保障政策や核軍縮アプローチとも整合的な内容に修
正されたことをふまえ,今椴,同ステートメントに参加す

ることとしました｡

特に,本ステートメントにおいて,核兵器による壊滅的

な結末が,人類の生存,環境,社会〃経済的な発展,経

演,将来世代の健康に深く影響すること,核兵器による

壊滅的な結末への意識が,核軍縮に向けた全てのアプ
ローチ及び努力を支えなければならないと堅く信じること

が述べられており,この考えを,唯一の戦争被爆国であり,

核兵器使用の悲惨さを最もよく知る我が国として支持す
るものです｡
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1 00発の`小壷購核爆発(広書聖療嬢と同じ

1 5キロトン)が都市部で起こった場合の影

響について評価
(現在の核兵器全保有数のわずか0.4 %､

爆発力の0.07%にしか過ぎない｡ )

･最大1 700万人が即死

･最大1 0年にわたり､粉塵の塊が浮遊し.

地球を回り続ける
･大規模かつ長期的な錆候変動により､地

球的規模での飢餓が起こる可能性が高い
一､20億人が飢餓に

-→核兵器に勝者はいない

InぬmatIOnaI Physic/anS

lbr銑e PreyenfIon of Nuclear筋子 国

因｢核兵器の人道的結果に関する其同声慨J

国連総会第一委員会(2013年10月) : 125か国

-→日本政府は初めて署名｡

･ ｢いかなる状況においても｣は残ったが､ ｢国

際人適法｣など法的議論につながる部分は
削除｡

･ ｢あらゆるアプローチ｣に言及｡

-世論､メディアの国内外からの圧力
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二秦｢核兵商流一天運輸籍桑に関する共同声明｣ ～

ニュージーランド声明と同日に発表

オーストラリア､ベルギー､カナダ､フィンランド､ドイツ､イタ

リア､日本､ラトビア､リトアニア､ルクセンブルグ､オランダ､

ポーランド.ポルトガル､スロバキア､スペイン､スウェーデ

ン､トルコ(17か国)

NZ声明と両方に署名したのは日本のみ

三度目の｢共同声明｣に署名していたルクセンプルグが｢鞍

替え｣｡

i-核兵蓉そのものを禁止することは､核兵器保有国の実質的

かつ建設的な関与なくては､また､核兵器をめぐる轍諭におい

て安全保障と人道性という両面を認識することなくては､その

廃棄を保証するものではありません｡ ｣

国語キシコ〟ナヤリ 涛��ト会議 ��姐)n#壱(蜑$T�uｲ�
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レオスロ会議のフォ百二ナシプ:ら 

-→｢フアクト,ベース｣の専門家会合

146か国が参加(P5 ､イスラエル､北朝鮮は不参加)｡国際機関､

市民社会､アカデミアからの広範な参加｡

オーストリア政府が第3回会議主催を申し出

(今年後半､ウィーンで)｡

初めての｢被爆者証言｣セッション

核兵器｢保有｣の危険性に焦点｡

｢意見交換セッション｣で発言相次ぐ｡

-→｢次のアクションは何か｣を問う声多数｡

議長概要
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日本､オーストラリア､韓国､ NAT朗三郷霞している核

兵器を持たない国々(ベルギー※､カナダ､デンマー
ク､アイスランド､イダノア※､ルクセンブルク､オランダ

※､ノルウェー､ポルトガル､ギリシャ､トルコ※､ドイツ

※､スペイン､チェコ､ハンガリー､ポーランド､エストニ

ア､ラトビア､リトアニア､スロバキア､ブルがノア､ルー

マニア､アルバニア､クロアチア)

※米国の核兵器が実際に醸備されている国(合計推定200発)
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NPDi :日豪政府が中心に立ち上げた非核保有国のグループ｡車に鈍重外相

会合を開いている｡メンバー国は日本､豪､オランダ､ドイツ､カナダ､ポー

ランド､トルコ､メキシコ､チリ､アラブ首長国連邦､フィリピン､ナイジェリア

の1 2カ国｡うち7カ国は｢核の傘｣に依存する安保政策をとっている｡

看4月28日～5月9日､ニューヨーク国連本部

201 5年NPT再模射会議第3回準備委員会

88月6日､9日　広島､長崎の原爆忌

妄り月26日国連｢核兵器廃絶国際デー1
810月～　国連総会第一委員会(軍縮･安全保障)藷謹 第3回｢核兵器の人道的影響に関する国際会

織｣(ウィーン)

訂安全｣に対する過信や幻想のために了幸

運｣が担ってきた役割や重要性が低く見積も
られている｡

･したがって､現在の状況は一般的に理解され

ているよりもはるかに危険である｡

ラ:く核兵器を保持しているということは､核兵器が

使用されるリスクと常に隣り合わせにあること

を認識しなければならない｡
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高麗省HPr築～目顔兵馨の人道的勝義に関する会意(義要と韓 亳��8.h.��
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被爆証言やオスロ及びナジャリツト会議での科学的･技術約諾~
論の結果,核兵器は禁止されるべきとの声が多く聞かれた｡こ
れに対し,日豪やNATO諸国を中心に現実的な核軍縮措置の実
施を重視する国々からは,概ね(1 )人道的影響に関する議論を
核軍縮の出発点として捉えつつも, (2)引き続きNPT体制を基
軸とし, (2)安全保障の現実も踏まえながら核軍縮を進めていく
べき等述べた｡

(評価として)核兵器の人道的影響に関するこれまでの科学的,
技術的議論を踏まえ,核廃絶に向けて今後とるべき具体的行動
を問う問題提起が目立った｡こうした中でオーストリアが,本年
後半に第3回会議を主催する旨表明し,メキシコ会議のフォロー
アップが行われることになったところ,我が国として如何なる対
応をとるべきか検討する必要がある｡

日本の安全を守る 嬬Brﾘ爾�


